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こざいます｡組合員の皆様方にはこ家族共々

に新年を迎えられましたことと､心からお慶び申し

上げます｡また､昨年-年間､農協事業運営に対

し､こ指導と御協力､こ支援を賜りましたことに

心から感謝申し上げ

る次第です｡昨年は農業用資材､燃料､電気料

が暴騰し､その中での営農は厳しいものがあり､かつ､

2024年問題で流通経費が増え､加えて円

安で輸入資材の肥料等が下がらず利幅が少ない

状況でした｡天気も雨と早魅に偏った状況で組

合員の皆様は大変ご苦労されたと思います｡ただ

､一昨年ほどの猛暑にはならず､皆さん暑さ対策もされて概ね 順調な作物もありましたが､短期勝

負の野菜は厳しい時期が多くありましたO資材課と

して少しでも安く供給し､生産販売課では少しで

も高く売る努力を続けていた

ところです｡今年も厳しい状況が続くと思われ

ます｡信用事業､共済事業を含め販売､購買､営

農事業等各農協事業は組合員にとって無くてはな

らない事業と考え､組合員の皆様の付託に応えら

れるように役職員一丸となって取り組んでまいりま

す｡今後とも組合員の皆様のこ支援 こ協力をお

願い申し上げますと共に､どうか新しい年が組合

員の皆様にとって最良の年でありますことをこ祈

念申し上げ年頭のこ挨拶と

いたしますD脅̂
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組合員の皆様､明けましておめでとうございますO こ家族と共に､穏やかに新年を迎え

られた事とお慶

び申し上げます｡ また､日頃よりの農協事

業へのこ協力､こ支援に感謝申し上げます｡

さて､新型コロナウイルス感染症が落ち着

き､世の中が通常の状態に戻るものと期待し

て始まったものの､蓋を開けてみると､農業

を取り巻く情勢は､ウクライナ紛争の長期化

による肥料､燃料､資材等の値上がり､そし

て､気候変動が原因とも言われる､夏場の早

魅､猛暑など､これまでに経験した事のない

被害を受ける事になりました｡ それに加えて､

ここ二､三年で顕著になって来たのが､野菜

の病害虫による被害です｡ 自然相手の生業であ

る農業で､日本中が大きな被害を受ける状況は､前代未聞の事かも知れません｡社

会環境､自然環境どちらの面から見ても､農

業がやり辛くなって来た様に感じられますo

この様な状況から見ても､今まで以上に組

合員の皆様の営農活動にとって､農協の果た

すべき役割が､益々重要になって来ていると

思います｡組合員の皆様の負託に応えられる

様に､役職員一丸となり､頑張る覚悟です｡

ところで､伊達農協の経営状況ですが､組

合員の皆様のこ協力と職員の頑張りにより､

黒字決算になっていますが､各部門の連結による収支で､かろうじて､黒字になっている状

況ですO ほぼ慢性的な赤字になっている､マ

ーケット事業､野菜販売事業は､中央会から

の指摘事項になっています｡

監事会としても､今までと同様に重要課題と

して､理事会に改善要望を求めております｡

マーケット事業は､当農協に於いては､極

めて重要な事業であり､続けて行かなければなら

ないと考えております｡ 毎月皆さんのお手元に
届いている､5%の割引券の利用率も､4割弱程度という大変残念な状態ですO 店舗

の改善すべき問題点を御指摘くだきり､割引

券の利用率を上げて頂く事も､事業の改善に

大きく繋がります｡宜しくお願い致します｡

今年も､農業､農協を取り巻く状況は厳し

いものになる事が予想されますが､農協事業

へのより一層のこ支援､こ協力をお願い申し

上げますと共に､組合員の皆様にとって最
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l新年おめでとう

ございます｡組合員の皆様におかれましては希

望に満ちた新春を迎えられたことを心よりお慶び申

し上げます｡農業改良普及センターにおいても日

頃より皆様のこ理解とこ協力を頂き､今年も無

事に新たな年を迎えることが

できました｡令和六年を振りかえると一昨年

につづき高温年となりましたが､経験を踏まえ

た早期防除や品種選定等の生産管理に取り組まれ

たことから､農畜産物の収量および品賃は平年

並の出来秋を迎えることができました｡一万､

農業経営に影響する飼肥材 燃油等は高止まり

が続き､厳しい一年となりました｡このような中

で､皆様の努力の積み重ねによって一年を終える

ことができたことに対し敬意

を表します｡さて､先にも触れましたが､気

象経過､農業生産状況を振り返ると融雪が早く

四月から十月の積算気温と日照時間は平年を上

回り､各作物の生育は順調に進み､管理作業も

適期に行われたことから､秋まき小麦の収穫で

は収量 品質共に良い出来となりました｡葉菜

類 果菜類では病害虫による被害がみられたも

のの､早期対応により晶質低下や収穫量への影

響を最小限に留め､努力が実った年でしたO米

では順調な生育を確保でき収量はほぼ平年並み

､高品質米を得られましたO畜産では個体の市

場価格低迷が続いていますが､酪農では暑熱対

策の早期取組によって順調な回復がみられ､一

昨年の経験が生きた年と

なりました｡また､新たな生産振興策としてサ

ツマイモの栽培取組が三年日となり､全道に先

駆けた採酉農家の育成と供給を通じ､コスト削減､安定生産 に向け今後が益々期待される

ところです｡これら農畜産物の生産､農業経

営の安定を通じた地域振興に向け､私たち農業

改良普及センターも微力ながら皆様のお役に立ちたいと考えて

おります｡結びになりますが､新しい年が皆

様にとって健康と幸せに満ちた一年となりますよ

う､お祈り申し上げると共に､豊穣の秋を迎えら

れるよう､心からこ祈念申し上げ新年の挨拶とさせていただ

きますo

由館野斬阜 垂昨年中は格別なるお引き立てを

T貫きま したことを早 くお礼 申

し上げます｡尚.本年も安わらぬ ご愛顧 の

程 お購 い申 し上げますo
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新年あけましておめでとう=･ざいます｡

組合員の皆様におかれましては､日々営農

に更に選進されておられることと存じます｡

また､組合員 役職員の皆様が一丸となり

地域農業の振興や地域社会の発展に向け､日

頃より多大なご尽力をされていることに対し

まして､改めて敬意と感謝を申し上げる次第

であります｡

昨年の北海道農業については､春先から天

候に恵まれ､各作物の生育は全般的に平年よ

りも早く進んでおりました｡しかしながら､

夏場は猛暑 ･豪雨による記録的な高温多湿の

影響を受け､各作物等の収量および品質に影

響が出た年となりました｡

近年､気候変動等による自然災害の多発や

栽培適地の変化､国際紛争や急激な円安の進

行による飼料 ･肥料をはじめとした生産資材

の高止まりが農業経営に甚大な影響を与えて

おり､農業 農村を取り巻く環境は-段と厳

しさを増しておりますO

昨年には､四半世紀′5くりに食料 農業 農

村基本法が改正され､現状に即した基本理念

の見直しと､｢食料安全保障の抜本的な強化｣

｢環境と調和のとれた産業への転換J等の実

現が盛り込まれました｡政府は､初動5年間
を農業構造転換集中対策期間と位置づけ､施

策を集中的に実行するとともに､今年3月に

食料 農業 農村基本計画を策定するべく引

き続き検討を進めておりますo

JAグループ北さ毎道としては､食料安全保障

の強化と持続可能な北海道農業の確立のため

に､農地の確保および適正利用の強化､食料

･自給飼料等の安定生産 供給と環境負荷軽

減の両立に取り組みながら､それを後押しす

. ♂ _コ

る力強い政策支援を求めていくことが重要と

考えておりますO

また､昨年は第31回｣A北海道大会が開催さ

れ ｢食料安全保障の強化と持続可能な北海道

農業の確立｣､ rJAの組織基盤の強化と健全

な経営基盤の確立｣､｢アグリアクション北海

道の推進による農業 食 ｣Aへの理解醸成｣

の3つの議案を決議いたしました｡

今後､議案の達成に向けて､組合員 ｣A

連合会が一丸となって､生産現場の行動変容

と組合員の意思結集による農政運動､JAの経

営管理の高度化やデジタル化の推進による業

務効率化 .生産性向上に取り組んでいかなけ

ればなりません｡

さらに､消糞者の皆様には､JAグループ北

海道統一の情報発信のフレーズである ｢アグ

リアクション北テ毎道Jを浸透させるとともに､

効果的な情報発信により､今まで以上に農業

食 ･｣Aに対する理解を深めていただき､｣A

グループが提唱する ｢国消国産｣の認知を広

めてまいりましょう｡

結びになりますが､本年は巳年ですo巳 (

ヘビ)は冬眠から目覚め地上に這い出すこと

から､冬に根をはった草木が芽を出し ｢新し

い種子が生まれる｣という意味があると言わ

れ､転じて､巳年は力を蓄えていたものが芽

を出す ｢起点｣の年､脱皮する特性と併せ ｢

再生と誕生｣を意味する年だと言われていま

す｡

この謂われにあやかり､本年が北海道農業

の飛躍の起首となること､皆様のご多幸と=･

健勝をこ祈念申し上げ､年頭のご挨拶といた

します｡
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■全道JA青年部大会
12月5日(木ト6日(金)の二日間､全道JA青
年部大会が札幌パークホテルで開催され､部

員7名が参加しました｡大会では ｢｣A青年の
主張大会｣ ｢活動実績発表｣ ｢動画で発信I農

の魅力コンテスト｣ ｢地区対抗アームレスリ

ング大会｣などが行われ､ ｢活動実績発表｣

では今回日胆地区を代表して関内地区の大和

EEl康太さんが rさつまいも栽培から食農教育

へ｣と題し当農協青年部で行われている､サ

ツマイモ栽培と学校教育現場における食農教

育の活動について発表しました｡

■サツマイモ実績報告会

12月6日(金)､｣A伊達市本所で令和6年度サ
ツマイモ実績報告会が開催されましたO報告

会にはサツマイモ生産者をはじめ､伊達市役

所や普及センターなどの関係機関合わせて約

20名が参加し､令和6年度の収量報告や栽培
及び販売に関する課題､令和7年度の取り組
み事項などが報告されました｡今年は15件の
生産者によって約5ha作付けされ､定植菌数

約13万本のうち11万本を市内生産者によって
育苗､採菌することができました｡しかし定

植後の活着不良や正品率の悪化､稼働者の確

保など課題が多く残る結果となりました｡

■クリスマス用リース制作12月9日(月)､｣A伊達
市女性部ホビークラブでは､部員 11名が花工房シュシュ制作

北 ;専5ZLJ&tEL青 年 部 t虫t

社会第 73回 全 道 JA青年 部 大 会の制作を
行いました｡今回は動画を見ながらの制作とな
った為､難しい箇所は何度も繰り返し見直し

ながら作り上げ､思い思いの飾り付けを行って



■役職員コンプライアンス研修

12月10日(火)､役職員向けコンプライアン

ス研修会をJA伊達市本所にて実施しましたo

JA北海道中央会より島津遼更氏を講師として

お招きし､過去10年における｣A北海道全体の

不祥事件発生件数や発生傾向､JAグループ北

海道不祥事ゼロ運動一不祥事根絶に向けた重点

3か年対策-の取組中間総括､情報セキュリテ

ィの必要性､インサイダー取引などについて

の説明がありました｡各JAではコンプライア

ンス プログラムを策定 ･実践し不祥事ゼロ

運動へ取り組んで参ります｡

■野菜生産部会協議会及び
各部会定期総会

12月17日(火)､伊達市農協野菜生産部会協
議会及び各部会の定期総会がJA伊達市本所に
て開催されました｡今年度は､前年の猛暑の
教訓として暑熱対策事業の取組や品種の見直
しを図り高温障害の被害を軽減することがで
きましたが､病害虫や7月中旬頃の日照不足に
より影響が出てくる作物も見られました｡
最終的には前年対比で出荷量100%､販売金
額107%とほぼ前年通り推移しましたo
次年度においては､第9次振興計画の重点品
目を中心とした野菜全般の生産力 ･販売力の
更なる茸化を図り､農家所得の向上と重点品
目の産地化を目指し協議会運営を進めていき
たいとしました｡

■農事組合長会議

12月17日(火)､令和6年度農事組合長会議

がJA伊達市本所にて開催されましたO各地区

の連絡協議会会長及び農事組合長が集まり､

佐藤哲組合長､堀井敬太市長､吉田忠普及セ

ンター所長らの挨拶の後､令和6年度の農協

事業推移や決算見込み､地域農業振興計画及

び第9次JA中期経営計画の取り組み経過につ

いて､中期計画等の実践に向けた組合員との

対話と意思反映についての目標と実績などが

報告されました｡
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日本農業新聞
電子版の特徴
アプリでさらに便利
スマホヤタブレットで.お好きを時間とqI所でIe事がtLめきす｡
逮絹などプy/ユ通知でお知らせします｡

t 千 席 の み の 追 加 コ ン テ ン ツも
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クIJツプ機能で記事を保存

気になるLe事をJl大2(氾仲fT･保存｡rまとめ｣Etみに役立

ちます｡

… 両ビューアー紙面と同じレイアウトでBBRでき､拡大 ･招小 も自由に粥

も｡全回のすべてのエリア版もご玉いただけます｡手性に市況側

をチェック市況t*輔サイト｢netアグリ市況｣て一打蕪､果実.切り花なども農地の取引データがBqtできます｡iA

玉の価格との比牧などJL手招賞に役立つデータを手性に拝
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こ関すること]伊達地区国営緊急農地再編整備事業促進期成

会事務局 ー占亡二ー令和6年度 年

始営業日程 地区別組合員懇談会日程〟1㈱1/2㈱〟3薗1/4仕)

り5(日)〟6伯) 日 時 地 区 会 場本所 金 融共 済 × × × × ×

全莱蘇辛鷲普 14映)10:0

0 責金.室蘭地区 はまなす

館13:30 東地区 未来館

ATM × × × × ×
15妹)10:00 稀府地区 中稀

府会館14:00 登別地区 登別支

所 2F登別支所ATM × × × × ×
16㈹ 10:00 中央地区 本事務所 2F

クミカン窓 口 × × × × × 13:30 関内地区 関内福祉会館

17働 1
0:00 有珠地区 白鳥館

グリーンセンター × × × × × 13:30 長和地区 ふれあい館

- ./lm機 械 ×
× × × ×

センター 莱 ▼*
▼ ■∈i-■■■■一一■rmマーケット × ×

9:30--17:00 ○授精生乳検査(⊃(⊃○○○ 十発行
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